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概
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史

事
業
の
構
想

事
業
の
内
容

事
業
の
成
果
と
展
望

お
わ
り
に

は
じ
め
に

　
一
月
十
五
日
、
緑
区
寺
家
町
の
寺
家
ふ
る
さ
と
村
の

た
ん
ぼ
に
、
近
隣
の
人
々
二
、
〇
〇
〇
人
以
上
が
集
ま

り
、
盛
大
な
「
ど
ん
ど
焼
き
」
が
行
わ
れ
た
。
古
く
か

ら
１
　
村
で
行
わ
れ
て
い
る
小
正
月
の
行
事
を
復
活
し
、

農
村
な
ら
で
は
の
文
化
を
新
住
民
の
人
々
に
も
体
験
し

て
も
ら
お
う
と
、
ふ
る
さ
と
村
で
の
初
め
て
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
昨
年
よ
り
始
め
ら
れ
た
。

　
参
加
し
た
人
々
は
、
小
枝
に
剌
し
た
繭
玉
団
子
を
火

に
か
ざ
し
、
こ
の
火
で
焼
い
た
団
子
を
食
べ
、
一
年
間

の
無
病
息
災
を
祈
る
。

　
こ
の
行
事
の
主
催
は
、
ふ
る
さ
と
村
を
運
営
し
て
い

る
母
体
で
あ
る
寺
家
ふ
る
さ
と
村
体
験
農
業
振
興
組
合

で
あ
る
が
、
準
備
は
村
ぐ
る
み
で
行
わ
れ
た
。
団
子

は
、
前
日
に
村
の
婦
人
達
と
近
隣
の
子
供
会
役
員
等
の

共
同
作
業
に
よ
り
手
作
り
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
今
、
寺
家
ふ
る
さ
と
村
で
は
自
然
と
田
園
を
キ
ャ
ン

バ
ス
に
、
地
元
農
家
の
人
々
と
近
隣
の
新
住
民
の
人
々

と
の
新
た
な
交
流
が
動
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

　
都
市
化
の
進
展
と
共
に
自
然
と
田
園
環
境
が
著
し
く

減
少
し
た
今
日
、
江
戸
時
代
元
禄
の
頃
の
地
形
を
そ
の

ま
ま
残
す
寺
家
町
の
環
境
は
、
ま
さ
に
、
横
浜
市
郊
外

部
の
原
風
景
と
い
え
る
。

　
こ
の
寺
家
町
の
美
し
い
田
園
景
観
を
保
全
し
つ
つ
、

農
地
・
山
林
等
か
ら
な
る
自
然
的
環
境
や
農
村
文
化
、

地
場
産
業
、
地
域
の
人
等
を
含
め
た
総
合
的
な
農
村
資

源
を
見
直
し
広
く
市
民
と
の
女
流
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
農
業
振
興
策
の
一
環

と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
の
が
横
浜
ふ
る
さ
と
村
構
想

で
あ
る
。

寺
家
地
区
の
概
要
と
歴
史

①
－
概
要

　
緑
区
寺
家
町
は
、
横
浜
市
の
北
端
、
東
京
都
町
田
市

と
川
崎
市
に
隣
接
し
、
鶴
見
川
の
源
流
部
に
位
置
す

る
、
面
積
八
六
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
小
集
落
で
あ
る
。

全
域
が
市
街
化
調
整
区
域
で
あ
る
と
と
も
に
、
農
業
振

興
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
土
地
利
用
は
、
農
地
、
山
林
が
主
で
あ
り
、
こ
ど
も

写真‐1　「どんど焼き」を体験する子どもたち
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の
国
か
ら
連
な
る
緑
の
空
間
は
横
浜
市
の
緑
の
七
大
拠

点
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
の
長
年
の
土
地
改
良
事
業

に
よ
る
整
然
と
し
た
農
地
は
、
鶴
見
川
沿
い
の
畑
に
つ

づ
く
一
面
の
田
ん
ぼ
が
、
谷
戸
の
奥
に
あ
る
農
業
用
の

た
め
池
ま
で
連
な
り
、
周
囲
の
山
林
と
調
和
し
て
美
し

い
田
園
風
景
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

　
人
口
は
八
七
世
帯
三
一
七
人
、
農
家
戸
数
は
三
六
戸

で
あ
る
。
江
戸
時
代
元
禄
の
頃
も
三
七
戸
と
い
う
記
録

が
あ
り
、
現
在
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。
こ
の

た
め
集
落
の
ま
と
ま
り
は
良
く
、
正
月
の
元
旦
祭
や
地

神
講
な
ど
の
旧
来
か
ら
の
農
村
の
行
事
や
慣
習
が
息
づ

い
て
い
る
。

　
集
落
内
に
は
、
大
曽
根
と
名
の
る
姓
が
半
数
以
上
で

あ
り
、
次
い
で
金
子
姓
、
森
谷
姓
が
多
く
、
ほ
と
ん
ど

が
こ
の
三
つ
の
姓
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
お

互
い
を
屋
号
で
呼
ぶ
か
、
名
前
で
呼
ぶ
。

　
ま
た
、
こ
の
地
区
の
特
徴
と
し
て
、
竹
細
工
、
こ
う

じ
、
味
噌
、
醤
油
造
り
等
、
家
伝
の
技
術
を
継
承
す
る

人
々
が
い
る
他
、
茶
道
用
の
枝
炭
で
は
全
国
の
七
割
を

生
産
す
る
炭
焼
き
や
、
こ
の
地
に
ひ
か
れ
た
伝
統
工
芸

家
に
よ
る
茶
釜
造
り
、
陶
芸
、
刀
剣
研
磨
が
生
業
と
し

て
行
わ
れ
て
い
る
。

②
－
歴
史

　
多
摩
丘
陵
の
東
縁
部
、
鶴
見
川
流
域

に
位
置
す
る
寺
家
町
は
古
い
歴
史
を
有

し
、
地
区
内
に
は
古
墳
時
代
の
遺
物
や

横
穴
古
墳
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
史
料
と
し
て
の
記
録
は
天
正
九
年

二
五
八
一
年
）
の
小
田
原
北
条
氏
が
大

曽
根
飛
騨
守
に
あ
て
た
文
書
か
ら
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
当
時
は
後
北
条

氏
の
支
配
下
に
あ
り
、
当
地
に
は
大
曽

根
飛
騨
守
と
い
う
領
主
が
い
た
。
現
在

の
大
曽
根
氏
の
祖
先
と
言
わ
れ
て
い

る
。
江
戸
時
代
に
は
武
蔵
国
都
筑
郡
寺

家
村
は
幕
府
領
で
あ
っ
た
。

　
土
地
に
刻
ま
れ
た
歴
史
は
、
ま
さ
に
農
業
の
歴
史
で

あ
り
、
各
種
の
古
文
書
に
村
人
で
あ
る
農
民
の
労
苦
の

あ
と
が
し
の
ば
れ
る
。
元
禄
十
五
年
の
絵
図
面
に
は
現

在
と
同
じ
た
め
池
が
描
か
れ
、
田
ん
ぼ
で
の
米
作
り
の

歴
史
が
よ
く
わ
か
る
。
ま
た
、
地
頭
の
御
用
金
取
り
立

て
に
窮
し
て
抵
抗
し
た
傘
連
判
状
な
ど
も
の
こ
さ
れ
て

い
る
。

　
明
治
五
年
の
記
録
で
は
、
農
産
物
と
し
て
、
米
の

他
、
大
麦
、
小
麦
、
大
豆
、
小
豆
、
粟
、
ひ
え
、
蕎

図‐１　寺家ふるさと村の位置
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麦
、
胡
麻
、
生
糸
、
醤
油
、
く
わ
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
、
明
治
時
代
以
後
、
農
業
の
余
業
と
し
て
、

養
蚕
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
大
正
期
に
は
、
特
に
、
養
蚕
が
増
加
す
る
と
と
も

に
、
野
菜
生
産
や
木
炭
の
製
造
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
現

在
の
茶
炭
生
産
の
先
駆
け
で
あ
る
。

　
昭
和
に
は
い
っ
て
、
戦
後
三
十
年
代
か
ら
始
ま
っ
た

土
地
改
良
に
よ
る
耕
地
整
理
は
、
四
十
年
代
の
初
め
ま

で
行
わ
れ
、
村
を
上
げ
て
の
一
大
事
業
で
あ
っ
た
。
こ

の
頃
よ
り
、
養
鶏
、
酪
農
や
イ
チ
ゴ
、
ト
マ
ト
な
ど
の

施
設
園
芸
も
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
。
近
年
で
は
、
横
浜

市
の
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
構
想
に
よ
り
、
観
光
梨
園
な
ど

も
導
入
し
て
い
る
。

　
昔
か
ら
の
村
の
行
事
で
は
、
一
月
一
日
熊
野
神
社
に

村
中
が
集
ま
り
、
年
頭
の
挨
拶
を
交
わ
す
元
旦
祭
。

春
、
秋
の
彼
岸
の
中
日
の
地
神
講
。
神
社
周
囲
の
情
掃

と
草
刈
り
を
す
る
八
朔
の
一
日
。
そ
し
て
、
熊
野
神
社

の
祭
礼
な
ど
が
あ
り
、
現
在
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
昭
和
三
十
一
年
に
は
、
千
本
桜
の
里
作
り
を

め
ざ
し
て
、
村
中
で
金
を
出
し
合
い
、
桜
苗
木
を
植
樹

し
た
。
こ
れ
が
現
在
で
は
ち
ょ
う
ど
見
ご
ろ
に
な
り
、

桜
の
名
所
と
し
て
四
月
の
全
村
を
彩
っ
て
い
る
。

事
業
の
構
想

①
－
背
景

　
こ
の
よ
う
に
、
寺
家
の
人
々
の
自
ら
の
郷
土
を
守
る

心
が
現
在
の
田
園
環
境
を
存
続
さ
せ
て
き
た
と
言
え
る

が
、
近
年
の
高
度
経
済
成
長
の
波
は
寺
家
町
に
も
及

び
い
経
営
耕
地
五
〇
ア
ー
ル
以
下
の
小
規
模
農
家
が
六

割
以
上
を
占
め
る
こ
の
地
区
で
は
、
就
農
者
の
減
少
、

高
齢
化
、
婦
女
子
化
か
進
ん
で
き
た
。
一
九
八
〇
年
の

農
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
と
、
農
家
三
六
戸
の
う
ち
、
専

業
二
戸
、
一
種
兼
業
八
戸
、
二
種
兼
業
二
六
戸
で
あ
る

よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
が
兼
業
農
家
で
あ
る
。

　
ま
た
、
里
の
雑
木
林
は
、
薪
炭
林
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
た
が
、
昭
和
三
十
年
代
の
燃
料
革
命
と
と
も
に
放

棄
さ
れ
、
手
入
れ
す
る
人
も
な
く
、
ア
ズ
マ
ネ
ザ
サ
の

生
い
茂
る
藪
山
と
化
し
て
い
っ
た
。

　
一
方
、
都
市
化
の
進
展
と
と
も
に
、
横
浜
市
内
の
農

地
や
山
林
が
こ
の
二
〇
年
間
で
半
減
し
て
し
ま
っ
た
現

在
、
多
く
の
市
民
は
、
身
近
な
自
然
と
の
触
れ
合
い
に

よ
る
、
潤
い
あ
る
生
活
環
境
の
形
成
を
求
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
物
か
ら
心
へ
の
価
値
観
の
転
換
が
言
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
農
業
者
と
都
市
住
民
と
の
交
流
に
よ

り
、
農
村
社
会
の
も
つ
伝
統
的
な
慣
習
や
文
化
に
触

れ
、
農
業
を
体
験
す
る
こ
と
が
、
学
童
や
青
少
年
の
情

操
教
育
の
う
え
で
も
そ
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
る
。

②
－
構
想
の
柱

　
こ
う
し
た
情
勢
を
背
景
に
、
「
よ
こ
は
ま
2
1
世
紀

プ
ラ
ン
」
の
新
し
い
農
業
施
策
と
し
て
、
都
市
農
業
の

基
盤
で
あ
る
良
好
な
田
園
景
観
を
有
す
る
農
業
地
域

が
、
市
民
へ
の
食
糧
供
給
や
緑
地
空
間
の
提
供
だ
け
で

な
く
、
多
面
的
な
公
益
性
を
も
つ
貴
重
な
資
源
と
な
っ

て
い
る
事
を
踏
ま
え
、
地
域
農
業
の
振
興
と
合
わ
せ
、

山
林
農
地
等
か
ら
な
る
自
然
的
環
境
の
保
全
活
用
に
よ

り
、
広
く
市
民
、
と
り
わ
け
学
童
、
青
少
年
が
、
自

然
、
長
業
、
農
村
文
化
に
親
し
み
理
解
す
る
た
め
の
場

を
提
供
す
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
村
づ
く
り
を
構
想
し

た
。
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寺
家
地
区
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て

「
寺
家
の
農
業
と
自
然
を
も
う
一
度
見
直
し
、
活
力
あ

る
村
づ
く
り
を
！
　
市
民
と
結
ぶ
農
業
で
寺
家
町
の
振

興
を
！
」
と
掲
げ
、
そ
し
て
、
次
の
三
点
を
構
想
の
柱

と
し
た
。

ア
　
美
し
い
田
園
景
観
を
保
全
し
な
が
ら
土
地
、
人
を

　
も
含
め
て
の
農
村
資
源
の
活
用
を
図
る
。

イ
　
観
光
農
業
の
推
進
等
で
農
業
の
第
三
次
産
業
化
を

　
促
し
、
農
家
の
生
活
安
定
と
寺
家
の
中
で
の
就
業
機

　
会
の
増
大
に
努
め
、
村
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
。

ウ
　
新
住
民
、
学
童
等
が
、
自
然
、
農
業
、
農
村
文
化

　
を
体
験
ナ
る
こ
と
に
よ
り
、
健
康
で
心
豊
か
な
人
づ

　
く
り
に
役
立
て
る
と
共
に
、
農
村
部
と
都
市
部
と
の

　
相
互
理
解
を
深
め
て
い
く
。

③
－
地
元
の
決
意

　
こ
の
歴
史
の
古
い
伝
統
あ
る
集
落
で
あ
る
寺
家
地
区

は
、
人
々
の
団
結
心
も
強
く
、
ま
と
ま
り
は
良
い
が
、

昨
今
は
農
家
の
兼
業
化
が
進
み
、
地
区
内
で
の
階
層
の

分
離
も
み
ら
れ
る
。
ふ
る
さ
と
村
事
業
を
実
施
す
る
か

ど
う
か
は
、
地
区
の
将
来
方
向
と
村
人
個
々
の
生
活
を

大
き
く
左
右
す
る
重
大
事
項
で
あ
っ
た
。
市
と
の
話
し

合
い
も
た
び
た
び
深
夜
ま
で
及
ん
だ
。

　
そ
し
て
、
地
元
の
人
々
が
選
択
し
た
の
は
、
寺
家
町

全
域
が
農
業
振
興
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
制

約
も
あ
る
が
、
こ
の
静
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
居
住
環

境
を
残
し
、
こ
れ
を
活
用
す
る
新
し
い
方
向
で
あ
っ

た
。

　
こ
う
し
て
つ
く
ら
れ
た
プ
ラ
ン
は
、
専
業
農
家
も
兼

業
農
家
も
含
め
、
そ
れ
ま
で
の
生
活
に
何
等
か
の
か
か

わ
り
の
あ
る
分
野
を
発
展
さ
せ
た
も
の
が
中
心
と
な
っ

た
。

四

事
業
の
内
容

①
－
組
織

　
地
域
振
興
策
で
も
あ
る
こ
の
事
業
の
主
役
は
地
元
で

あ
る
が
、
農
業
振
興
と
緑
の
保
全
活
用
を
合
わ
せ
た
事

業
と
し
て
、
地
域
資
源
を
多
様
な
角
度
よ
り
最
大
限
に

生
か
し
よ
り
広
く
市
民
に
親
し
ま
れ
る
ふ
る
さ
と
村
と

す
る
た
め
、
地
元
が
事
業
主
体
と
な
る
施
設
以
外
に
、

本
市
が
事
業
主
体
と
な
る
事
業
を
心
組
み
合
わ
せ
、
総

合
的
な
プ
ラ
ン
と
し
た
。

　
地
元
の
事
業
主
体
と
し
て
組
織
さ
れ
た
の
が
、
地
元

の
農
家
を
主
体
に
有
志
二
四
戸
で
結
成
さ
れ
た
寺
家
ふ

る
さ
と
村
体
験
農
業
振
興
組
合
で
あ
る
。
こ
の
組
合
組

織
は
、
専
門
事
業
部
と
し
て
九
部
門
、
す
な
わ
ち
、
総

務
部
、
観
光
果
樹
部
、
体
験
農
園
部
、
体
験
温
室
部
、

畜
水
産
部
、
郷
土
文
化
部
、
農
村
広
揚
部
、

農
産
加
工

部
、
山
林
保
全
部
よ
り
構
成
さ
れ
、
顧
問
税
理
士
を
お

い
て
、
組
合
一
本
で
の
法
人
並
み
の
決
算
処
理
を
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
分
担
し
、
施
設
の
管
理

運
営
を
す
る
他
、
ふ
る
さ
と
村
事
業
の
母
体
と
し
て
、

農
地
の
有
効
利
用
か
ら
地
区
の
環
境
整
備
ま
で
、
地
域

ぐ
る
み
の
総
合
的
な
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
ふ

る
さ
と
村
の
施
設
の
管
理
運
営
体
系
は
図
－
２
に
示
し

た
が
、
こ
の
う
ち
本
市
が
設
置
し
た
施
設
は
、
「
四
季

の
家
」
と
「
ふ
る
さ
と
の
森
」
で
あ
り
、
そ
の
他
は
地

元
組
合
で
設
置
し
た
も
の
で
あ
る
。

②
－
施
設

ア
四
季
の
家

　
　
ふ
る
さ
と
村
の
中
心
施
設
と
し
て
、
昨
年
十
一
月
に

　
オ
ー
プ
ン
し
た
。
こ
の
施
設
は
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
機

　
能
を
持
ち
、
ふ
る
さ
と
村
の
総
合
案
内
、
研
修
活
動
の

　
拠
点
で
あ
る
。
館
内
に
は
ふ
る
さ
と
村
の
自
然
、
農

　
業
、
歴
史
な
ど
を
写
真
パ
ネ
ル
、
ビ
デ
オ
で
紹
介
す
る

　
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
手
作
り
味
噌
や
漬
け
物
な
ど
郷
土

　
料
理
実
習
の
で
き
る
農
産
加
工
室
、
会
議
・
研
修
室
、

　
資
料
室
。
ま
た
、
五
〇
人
規
模
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
る

　
他
、
五
〇
台
規
模
の
無
料
駐
車
揚
も
併
設
さ
れ
て
い

　
る
。

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は
、
国
指
定
の
天
然
記
念
物
で
あ
る

ミ
ヤ
＝
ク
ナ
ゴ
が
、
市
内
で
は
初
め
て
飼
育
展
示
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
ミ
ヤ
コ
ク
ナ
ゴ
は
港
北
区
勝
田
町
の
権

田
池
で
昭
和
五
十
一
年
に
棲
息
が
確
認
さ
れ
た
が
、
港

北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
の
区
域
内
で
あ
っ
た
た
め
、
県

の
淡
水
魚
試
験
場
に
預
け
ら
れ
て
い
た
。
同
試
験
場
で
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人
工
繁
殖
が
成
功
し
た
こ
と
に
よ
り
、
区
民
の
ふ
る
さ

と
へ
呼
び
戻
そ
う
と
い
う
強
い
要
望
に
応
え
た
も
の
で

あ
る
。

イ
郷
土
文
化
館

　
寺
家
地
区
を
特
色
づ
け
て
い
る
も
の
に
茶
道
用
炭
の

生
産
が
あ
り
、
丸
善
の
茶
炭
と
し
て
広
く
茶
道
関
係
者

に
知
ら
れ
て
い
る
。
操
業
は
大
正
十
三
年
で
、
年
間
生

産
量
は
切
炭
六
、
〇
〇
〇
俵
、
枝
炭
三
〇
万
本
と
な
っ

て
お
り
、
枝
炭
は
全
国
の
生
産
量
の
七
割
を
占
め
る
。

ま
た
、
神
奈
川
県
の
名
産
一
〇
〇
選
に
も
選
ば
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
茶
釜
づ
く
り
の
釜
師
二
人
、
志

野
焼
の
陶
芸
家
が
居
住
し
て
い

る
。
ま
た
、
こ
の
地
に
長
く
居

住
し
た
院
展
の
日
本
画
家
の
作

品
も
寺
家
町
に
は
残
さ
れ
て
い

る
。

　
郷
土
文
化
館
は
純
和
風
の
数

寄
家
造
り
で
あ
り
、
広
間
、
小

間
の
茶
室
と
玄
関
ホ
ー
ル
が
あ

る
。
ホ
ー
ル
の
展
示
コ
ー
ナ
ー

に
は
こ
れ
ら
伝
統
工
芸
家
た
ち

ゆ
か
り
の
作
品
が
展
示
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
和
室
で
は
茶
会
、

生
け
花
教
室
、
俳
句
の
会
の
ほ

か
児
童
の
礼
儀
作
法
教
室
な
ど

に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
一
般
来

館
者
の
求
め
に
応
し
抹
茶
の
点

出
し
接
待
も
し
て
い
る
。

ウ
陶
芸
舎

　
地
元
居
住
の
陶
芸
家
の
指
導

に
よ
り
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
初
心
者
で
も
作
陶
体
験

の
で
き
る
気
軽
な
陶
芸
教
室
が

開
か
れ
て
い
る
。
昨
年
十
一
月

に
は
、
陶
芸
舎
会
員
の
作
品
展

が
開
催
さ
れ
、
好
評
で
あ
っ
た
。

エ
運
動
施
設

図‐２　寺家ふるさと村施設管理運営体系

図‐３　寺家ふるさと村マップ
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テ
ニ
ス
コ
ー
ト
五
面
と
多
目
的
広
場
を
持
ち
、
緑
の

環
境
の
中
で
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て
近
隣
住
民
の
愛

好
者
が
多
い
。
広
場
で
は
地
元
寺
家
町
内
会
の
運
動
会

も
行
わ
れ
る
。

オ
経
営
管
理
棟

　
運
動
施
設
の
経
営
及
び
体
験
農
園
利
用
者
の
拠
点
と

な
っ
て
い
る
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
利
用
者
の
た
め
の
軽
食

喫
茶
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
て
い
る
他
、
地
元
農
産
物

等
の
直
売
も
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
体
験
農
園
の
園

芸
教
室
を
年
数
回
こ
こ
で
開
催
し
て
い
る
。

カ
体
験
農
園

　
近
隣
住
民
と
農
家
と
の
身
近
な
交
流
の
場
と
し
て
、

農
作
業
が
体
験
で
き
る
実
習
圃
場
が
整
備
さ
れ
て
い

る
。
現
在
一
区
画
三
〇
㎡
で
一
二
四
区
画
が
利
用
さ

れ
、
地
元
の
農
家
が
苗
の
植
え
方
や
肥
料
の
や
り
方
ま

で
指
導
し
て
い
る
。
農
家
と
利
用
者
の
交
流
会
と
し

て
、
園
芸
教
室
や
収
穫
感
謝
祭
な
ど
が
行
わ
れ
て
い

る
。

キ
体
験
温
室

　
ト
マ
ト
、
メ
ロ
ン
を
温
室
栽
培
し
、
露
地
野
菜
端
境

期
に
も
市
民
に
も
ぎ
た
て
の
味
を
提
供
し
て
い
る
。
庭

先
直
売
の
ほ
か
、
ト
マ
ト
は
直
接
も
ぎ
と
り
が
で
き

る
。
ま
た
、
学
童
の
施
設
見
学
も
受
け
入
れ
て
い
る
。

ク
地
力
増
進
施
設

　
酪
農
場
の
牛
ふ
ん
を
利
用
し
た
有
機
質
堆
肥
を
製
造

し
、
地
区
内
の
体
験
農
園
な
ど
の
生
産
農
地
に
還
元
し

て
い
る
。

ケ
釣
り
堀
熊
の
池

　
地
区
内
の
た
め
池
で
あ
る
熊
の
池
の
多
目
的
活
用
を

図
っ
た
も
の
で
、
三
、
〇
〇
〇
㎡
ほ
ど
の
水
面
を
持
ち
、

コ
イ
、
フ
ナ
の
釣
り
が
気
軽
に
楽
し
め
、
緑
の
環
境
の

中
で
野
釣
り
の
雰
囲
気
が
味
わ
え
る
。

コ
ふ
る
さ
と
の
森

　
村
の
鎮
守
で
あ
る
熊
野
神
社
か
ら
連
な
る
一
帯
一
二

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
雑
木
林
を
主
体
と
し
た
山
林
を
整
備
し

た
も
の
で
あ
る
。

　
薪
炭
林
と
し
て
下
草
が
刈
ら
れ
、
よ
く
手
入
れ
の
さ

れ
て
い
た
、
か
っ
て
の
里
山
の
姿
を
復
活
し
、
農
地
と

山
林
と
が
一
体
と
な
り
構
成
さ
れ
て
い
た
農
村
生
活
の

一
端
が
忍
ば
れ
る
よ
う
な
、
優
し
い
田
園
風
景
を
取
り

戻
そ
う
と
し
た
。
人
も
踏
み
込
め
ぬ
ほ
ど
に
は
び
こ
っ

て
し
ま
っ
た
ア
ズ
マ
ネ
ザ
サ
を
刈
り
取
り
、
昔
の
六
尺

道
を
よ
み
が
え
ら
せ
散
策
道
と
し
た
。
要
所
に
は
あ
ず

ま
や
、
ベ
ン
チ
等
を
置
き
、
休
憩
所
を
設
け
た
。

　
そ
し
て
、
ふ
る
さ
と
の
森
と
し
て
公
開
し
て
か
ら

は
、
毎
年
、
地
元
の
組
合
で
全
山
の
下
草
刈
り
を
し
て

い
る
。
こ
う
し
て
管
理
さ
れ
た
山
肌
に
は
、
今
、
雑
木

林
な
ら
で
は
の
草
花
の
再
生
が
随
所
で
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
の
森
に
は
当
初
よ
り
く
ず
か
ご
は

一
つ
も
置
い
て
い
な
い
。
来
訪
者
の
良
心
を
信
じ
、
す

べ
て
も
ち
帰
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

③
－
環
境
保
全

ア
小
川
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー

　
土
地
改
良
事
業
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
農
業
用
水
路

は
、
コ
ン
リ
ー
ト
の
三
面
ば
り
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
自

然
石
積
み
に
改
修
し
、
ホ
タ
ル
、
ト
ン
ボ
な
ど
の
水
性

生
物
が
す
め
る
環
境
づ
く
り
を
行
っ
た
。
ま
た
、
田
園

景
観
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
、
水
車
も
作
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
下
水
道
局
の
事
業
と
し
て

実
施
し
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
村
は
局
際
的
事
業
で
も
あ

る
。

イ
下
水
道
整
備

　
水
田
で
の
稲
作
り
に
は
、
水
の
良
し
あ
し
が
重
要
で

あ
り
、
一
般
住
宅
か
ら
の
雑
排
水
の
農
業
用
水
路
へ
の

混
入
は
、
稲
作
り
に
大
き
な
支
障
と
な
っ
て
い
た
。
市

街
化
調
整
区
域
で
あ
る
寺
家
町
で
の
下
水
道
整
備
計
画

は
ま
だ
な
か
っ
た
が
、
ふ
る
さ
と
村
事
業
に
よ
る
新
設

施
設
か
ら
の
排
水
処
理
の
問
題
も
あ
り
、
ま
た
、
た
ま

た
ま
隣
接
す
る
鴨
志
田
団
地
か
ら
の
下
水
本
管
が
寺
家

町
内
を
通
過
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
下
水
道
の
整
備

が
実
現
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
村
の
景
観
を
構
成
す
る
一
番
大
き
な
要
素

と
い
え
る
水
田
め
農
業
生
産
環
境
を
保
持
す
る
一
助
と

な
っ
た
。

ウ
道
標
、
案
内
板

　
ふ
る
さ
と
村
は
遊
園
地
と
は
違
い
、
囲
い
の
無
い
開

放
さ
れ
た
地
区
で
あ
り
、
ア
プ
ロ
ー
チ
道
路
も
各
方
面
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に
開
か
れ
て
い
る
。
道
標
等
の
設
置
は
。
ふ
る
ざ
と
村

の
田
園
風
景
に
は
邪
魔
で
あ
り
無
い
ほ
う
が
良
い
が
、

初
め
て
の
来
村
者
の
た
め
の
道
案
内
は
必
要
で
あ
る
。

案
内
板
で
は
イ
ベ
ン
ト
の
紹
介
も
で
き
る
。

　
地
区
内
に
は
既
存
の
看
板
類
も
あ
り
、
こ
れ
ら
と
一

体
と
し
た
地
区
内
の
総
合
的
な
サ
イ
ン
プ
ラ
ン
を
た
て

た
。

　
そ
し
て
、
道
標
等
の
新
設
の
サ
イ
ン
類
に
つ
い
て

は
、
ふ
る
さ
と
村
の
「
い
な
か
」
ら
し
さ
を
よ
り
強
調

す
る
た
め
、
素
材
、
形
、
色
、
大
き
さ
の
指
標
を
決

め
、
周
囲
の
自
然
景
観
に
な
じ
ん
だ
違
和
感
の
無
い
目

立
ち
過
ぎ
な
い
も
の
と
し
た
。

エ
レ
ン
ゲ
の
咲
く
田
園

　
春
は
全
村
に
あ
ふ
れ
る
桜
、
つ
づ
い
て
新
緑
と
田
ん

ぼ
に
咲
く
一
面
の
レ
ン
グ
、
や
が
て
、
連
な
る
青
田
、

黄
金
の
波
、
そ
し
て
、
雑
木
林
の
紅
葉
、
池
に
遊
ぶ
水

鳥
。
こ
う
し
た
美
し
い
四
季
の
自
然
の
景
観
は
、
一
見

な
ん
で
も
な
い
当
た
り
前
の
風
景
で
あ
り
、
地
方
の
山

村
で
は
ど
こ
に
で
も
あ
る
風
景
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

こ
こ
は
横
浜
市
内
で
あ
る
。

　
市
内
で
は
貴
重
な
こ
の
環
境
と
景
観
は
自
然
に
放
置

さ
れ
て
で
き
た
も
の
で
は
な
い
。
寺
家
町
の
人
々
が
農

業
を
営
む
生
活
の
場
と
し
て
、
昔
か
ら
ず
っ
と
管
理
し

て
作
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

　
ふ
る
さ
と
村
づ
く
り
は
、
一
面
で
は
、
田
園
文
化
の

掘
り
起
こ
し
で
も
あ
る
。
田
園
環
境
が
あ
っ
て
こ
そ
の

ふ
る
さ
と
村
で
あ
る
。
現
在
の
レ
ン
グ
畑
は
、
三
年
前

よ
り
毎
年
、
地
元
で
種
を
ま
い
て
作
っ
て
き
た
も
の
で

あ
る
。

　
ま
た
、
四
季
に
花
咲
く
里
作
り
を
目
指
し
て
、
こ
の

数
年
来
、
村
内
に
桜
ほ
か
、
花
木
の
植
樹
も
行
っ
て
い

る
。

オ
田
ん
ぼ
・
た
め
池
・
雑
木
林

　
美
し
い
田
園
景
観
を
構
成
す
る
主
役
は
、
農
耕
地
で

あ
る
。
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

く
農
用
地
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
施
設

の
設
置
に
伴
う
農
地
の
転
用
は
極
力
最
小
限
に
と
ど
め

た
。

　
特
に
地
区
内
の
山
田
谷
戸
、
熊
野
谷
戸
の
田
ん
ぼ
と

た
め
池
そ
し
て
周
囲
の
雑
木
林
は
寺
家
ふ
る
さ
と
村
の

象
徴
で
も
あ
り
、
そ
の
保
全
に
留
意
し
た
。

　
こ
の
区
域
は
多
摩
丘
陵
部
で
の
水
田
農
業
の
原
型
を

と
ど
め
て
お
り
、
水
の
確
保
に
苦
労
し
、
い
つ
の
こ
ろ

か
ら
谷
戸
の
奥
に
築
い
た
天
水
を
た
め
る
用
水
池
と
、

こ
れ
か
ら
田
に
水
を
引
く
村
で
の
取
り
決
め
な
ど
、
つ

い
最
近
ま
で
昔
の
ま
ま
の
管
理
が
さ
れ
て
い
た
。
山
田

谷
戸
の
奥
の
た
め
池
で
あ
る
大
池
の
水
は
、
命
水
と
呼

ば
れ
て
お
り
、
水
が
い
か
に
大
切
で
あ
っ
た
か
よ
く
わ

か
る
。
こ
の
た
め
池
と
田
ん
ぼ
と
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
寺
家
の
農
業
の
象
徴
と
し
て
四
季
の
家
で
パ
ネ
ル

紹
介
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
山
田
谷
戸
の
奥
は
電
柱
も
な
く
、
ま
た
農
道

も
ジ
ャ
リ
道
の
ま
ま
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
付
近
に
立

つ
と
そ
こ
が
横
浜
市
内
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
さ
せ
る
。

こ
の
た
め
、
こ
の
付
近
は
時
代
劇
等
の
ロ
ケ
地
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
る
。

カ
自
然
と
人
文
の
調
査

　
昭
和
六
十
年
よ
り
二
ヵ
年
間
を
か
け
て
、
寺
家
地
区

の
自
然
環
境
と
歴
史
、
地
質
な
ど
の
人
文
関
係
に
つ
い

て
の
調
査
を
、
県
立
博
物
館
学
芸
部
員
を
中
心
と
し
た

有
志
に
よ
り
実
施
し
た
。

　
調
査
の
結
果
は
、
四
季
の
家
に
展
示
紹
介
さ
れ
て
い

る
他
、
「
横
浜
ふ
る
さ
と
村
自
然
と
文
化
の
会
」
よ

り
、
単
行
本
（
寺
家
の
自
然
）
に
ま
と
め
出
版
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
自
然
の
豊
か
さ
は
想
像
以
上

で
、
横
浜
市
内
で
も
最
も
自
然
の
豊
か
な
地
区
の
一
つ

と
言
え
る
。
生
育
す
る
植
物
は
県
内
で
初
め
て
発
見
さ

れ
た
も
の
な
ど
六
〇
三
種
、
野
鳥
は
六
四
種
が
、
哺
乳

類
で
は
ク
ヌ
キ
、
キ
ツ
ネ
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
調
査
は
ま
だ
十
分
で
は
な
く
、
特
に
野
鳥
は
今
後
も

追
加
確
認
さ
れ
、
種
類
も
更
に
増
え
る
と
思
わ
れ
る
。

自
然
保
護
の
観
点
か
ら
も
注
目
す
べ
き
地
区
で
あ
る
。

事
業
の
成
果
と
展
望

①
－
来
村
者
の
声

　
昭
和
五
十
九
年
春
に
公
開
し
た
ふ
る
さ
と
の
森
に
続

き
順
次
新
設
の
施
設
が
整
備
さ
れ
、
昨
年
十
一
月
の
四
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季
の
家
の
オ
ー
プ
ン
を
も
っ
て
、
当
初
の
整
備
計
画
が

完
了
し
た
現
在
、
ふ
る
さ
と
村
を
訪
れ
る
人
々
は
年
間

約
一
五
万
人
に
達
し
て
い
る
。

　
来
訪
者
の
声
と
し
て
は
「
こ
こ
へ
来
る
と
、
な
ぜ

か
、
ホ
ッ
ト
す
る
」
、
「
横
浜
市
内
に
も
、
こ
ん
な
素
晴

ら
し
い
田
園
が
残
っ
て
い
た
の
か
」
な
ど
、
‘
環
境
と

景
観
を
評
価
す
る
声
が
多
い
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施

設
も
環
境
の
良
さ
と
相
ま
っ
て
利
用
状
況
は
順
調
で
あ

る
。

②
－
農
村
ア
メ
ニ
テ
ィ
コ
ン
ク
ー
ル

　
一
昨
年
十
二
月
に
、
国
土
庁
ほ
か
の
主
催
に
よ
る
第

一
回
農
村
ア
メ
ニ
テ
ィ
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
神
奈
川
県
代

表
と
し
て
推
薦
さ
れ
た
寺
家
地
区
は
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
。
他
の
入
賞
地
区
の
す
べ
て
が
地
方
の
農
山
村
で
あ

る
な
か
で
、
寺
家
地
区
の
み
が
都
市
部
か
ら
の
入
賞
で

あ
っ
た
。
か
つ
、
大
分
の
湯
布
院
地
区
、
岩
手
の
遠
野

地
区
に
続
く
全
国
の
第
三
席
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
は
、
衰
退
の
顕
著
な
都
市
部
の
農
村
に
あ
っ

て
、
こ
の
、
ふ
る
さ
と
村
事
業
を
通
じ
村
の
再
生
を
図

ろ
う
と
し
て
い
る
地
元
の
勇
気
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、
ふ
る
さ
と
村
事
業
の
途
中
で
あ
っ
た
事
か
ら
も
寺

家
町
の
住
民
に
も
大
き
な
励
み
に
な
っ
た
こ
と
と
思
わ

れ
る
。

③
－
婦
人
の
参
加
と
食
文
化

　
事
業
実
施
の
当
初
は
、
傍
観
者
も
多
か
っ
た
地
元
の

人
々
で
あ
る
が
、
施
設
の
建
設
な
ど
事
業
の
具
体
的
進

展
に
伴
い
、
関
心
と
参
加
意
欲
が
高
ま
っ
て
き
た
。

　
特
に
、
課
題
で
あ
っ
た
地
元
婦
人
層
の
参
加
と
組
織

化
が
最
近
に
な
り
図
ら
れ
、
ど
ん
ど
焼
き
の
団
子
づ
く

り
の
準
備
や
当
日
の
手
作
り
甘
酒
な
ど
で
活
躍
し
て
い

る
。
四
月
の
桜
ま
つ
り
で
は
草
餅
団
子
を
来
村
者
に
提

供
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
四
季
の
家
の
農
産
加
工
室
で
は
手
作
り
味
噌
の
準
備

が
進
め
ら
れ
、
三
月
に
は
一
般
公
募
に
よ
る
教
室
を
開

催
す
る
。
こ
の
指
導
は
、
地
元
婦
人
が
あ
た
る
予
定
で

あ
る
。
ま
た
、
こ
の
味
噌
作
り
に
使
用
す
る
大
豆
は
、

地
元
と
近
在
で
生
産
さ
れ
た
市
内
産
で
あ
る
。

　
農
業
は
食
生
活
の
源
で
あ
る
。
価
値
観
が
物
か
ら
心

へ
、
量
か
ら
質
へ
と
変
化
し
、
ふ
れ
あ
い
、
う
る
お

い
、
や
す
ら
ぎ
と
い
っ
た
精
神
的
豊
か
さ
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
食
文
化
に
も
新
た
な
価
値
観
の
創
造

が
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
農
業
の
生
産
現
場
に
直
結
し
、
そ

の
地
区
の
伝
統
的
な
食
文
化
に
触
れ
、
安
全
と
安
心
が

少
し
で
も
多
く
保
証
さ
れ
る
食
生
活
と
の
結
び
付
き
が

望
ま
れ
る
。

④
―
近
隣
住
民
と
の
交
流

　
近
く
の
団
地
の
人
々
が
受
講
し
て
い
る
園
芸
教
室
は

人
気
が
高
く
、
現
在
一
二
四
区
画
あ
る
体
験
農
園
で

は
、
地
元
の
農
家
の
指
導
に
よ
り
、
畑
づ
く
り
か
ら
苗

の
植
え
付
け
、
収
穫
ま
で
の
農
業
体
験
が
で
き
る
。
収

穫
期
に
は
、
毎
日
、
農
園
に
か
よ
う
受
講
者
も
多
く
、

農
家
と
も
親
し
く
声
を
交
わ
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
園
芸
教
室
の
他
に
、
農
家
と
受
講
者
と
の
親
睦

を
深
め
る
交
流
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
特
に
、
収
穫

祭
は
家
族
ぐ
る
み
の
参
加
に
よ
り
、
餅
つ
き
、
芋
煮
会

な
ど
が
青
空
の
下
で
催
さ
れ
、
受
講
者
の
楽
し
み
と
な

っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
一
般
来
村
者
が
手
軽
に
参
加
出
来
る
、
ジ

ャ
ガ
イ
モ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
掘
り
取
り
園
な
ど
の
整
備

も
計
画
し
て
い
る
。

　
周
辺
新
住
民
の
一
人
で
も
多
く
が
、
ふ
る
さ
と
村
を

理
解
し
、
日
常
の
生
活
空
間
と
し
て
地
元
農
家
と
も
一

体
感
が
持
て
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

⑤
-
ソ
フ
ト
面
の
開
発

　
寺
家
町
の
緑
の
空
間
は
、
多
種
多
様
な
発
展
性
と
可

能
性
を
秘
め
た
密
度
の
高
い
地
区
と
言
え
る
。
伝
承
文

化
や
田
園
環
境
を
生
か
し
て
の
ふ
る
さ
と
村
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
既
に
、
二
回
開
催
さ
れ
た
ど
ん
ど
焼
の
他

に
も
、
四
月
に
は
桜
ま
つ
り
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、

周
年
、
四
季
の
折
々
に
季
節
感
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
が
欲

し
い
。
し
か
も
、
一
過
性
で
な
く
、
参
加
者
に
な
に
が

し
か
の
感
動
の
余
韻
を
与
え
、
ふ
る
さ
と
村
の
フ
ァ
ン

を
一
人
で
も
多
く
増
や
せ
る
も
の
で
あ
る
必
要
が
あ

る
。
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既
設
の
郷
土
文
化
館
な
ど
で
、
施
設
の
特
徴
を
生
か

し
た
自
主
事
業
を
展
開
し
て
い
る
が
、
ま
だ
、
寺
家
地

区
の
魅
力
の
一
部
を
引
き
出
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

昨
年
十
一
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
四
季
の
家
に
は
研
修
施

設
が
整
備
さ
れ
て
い
て
、
誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る

各
種
の
自
主
事
業
を
年
間
を
通
じ
計
画
し
て
い
る
。
い

か
に
、
地
区
に
潜
在
し
て
い
る
魅
力
を
引
き
出
し
、
資

源
の
活
用
が
図
れ
る
か
が
課
題
で
あ
る
。

⑥
－
周
辺
地
区
と
の
連
担

　
寺
家
地
区
内
北
西
部
の
山
林
部
分
は
ま
だ
未
着
手
で

あ
る
が
、
地
区
内
に
は
遺
跡
が
見
ら
れ
、
ま
た
、
町
田

市
三
輪
町
の
古
墳
群
と
連
担
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
と
結

び
付
け
た
新
た
な
散
策
ル
ー
ト
の
整
備
も
考
え
ら
れ

る
。

　
ま
た
、
緑
の
七
大
拠
点
と
し
て
連
な
る
「
こ
ど
も
の

国
」
や
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
緑
山
ス
タ
ジ
オ
、
さ
ら
に
は
鶴
見
川

源
流
部
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
寺
家
ふ
る
さ
と
村
を
拠

点
と
し
鶴
見
川
流
域
の
自
然
環
境
と
市
民
利
用
施
設
と

を
結
ん
だ
一
大
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
も
考
え
ら
れ

⑦
-
子
や
孫
へ
の
遺
産

　
ふ
る
さ
と
村
事
業
を
進
め
て
き
た
地
元
の
あ
る
役
員

は
言
う
。
「
ふ
る
さ
と
村
構
想
が
、
良
か
っ
た
か
悪
か

っ
た
か
は
、
一
生
息
を
引
き
取
る
ま
で
わ
か
ら
な
い
。

し
か
し
、
現
在
の
我
々
が
良
か
れ
と
思
っ
て
選
択
し
た

こ
と
で
あ
り
、
先
祖
の
土
地
を
守
り
子
孫
に
贈
ろ
う
と

言
う
の
だ
か
ら
、
本
質
は
間
違
っ
て
い
な
い
と
信
じ
て

い
る
」

　
こ
れ
は
、
地
元
だ
け
で
な
く
、
次
代
を
担
う
横
浜
市

民
へ
の
大
き
な
遺
産
で
も
あ
る
。

お
わ
り
に

ふ
る
さ
と
村
は
観
光
地
と
は
違
い
農
家
の
生
活
の
場

で
あ
る
。
日
々
の
暮
ら
し
の
積
み
重
ね
で
あ
る
生
産
活

動
に
よ
り
現
在
の
環
境
が
保
全
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
地

区
の
緑
の
保
全
は
、
土
地
所
有
者
で
あ
る
農
家
に
委
ね

ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
自
然
環
境
や
土
地
に
刻
ま
れ
た
歴
史
、
風
土
は
、
一

度
壊
し
て
し
ま
え
ば
決
し
て
元
に
は
戻
ら
な
い
。

　
今
後
も
末
長
く
こ
の
環
境
を
保
全
す
る
に
は
、
来
訪

す
る
市
民
も
マ
ナ
ー
を
守
り
、
農
業
者
の
迷
惑
と
な
る

行
為
は
厳
に
慎
ま
な
く
て
は
い
け
な
い
。
そ
し
て
、
市

内
で
は
貴
重
な
緑
地
空
間
と
し
て
、
私
有
地
の
枠
を
越

え
た
、
本
来
的
に
土
地
の
も
つ
公
共
性
を
農
業
者
と
も

ど
も
認
識
し
、
市
民
共
通
の
財
産
と
し
て
の
担
保
を
よ

り
強
く
築
き
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
＜
本
荘
＝
緑
政
局
農
地
整
備
課
横
浜
ふ
る
さ
と
村
担

　
当
係
長
／
人
見
＝
同
局
同
課
／
善
家
＝
同
局
北
部
農

　
政
事
務
所
／
森
＝
同
局
同
事
務
所
＞
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